
令和４(2022)年度事業計画報告チェックリスト自己点検・評価結果

取組 具体的計画（取り組みの中心となる自己評価実施委員会）
令和５（2023年度）

第2回全学自己評価実施委員会点検評価
（令和５(2023)年５月12日開催）

令和５（2023年度）
第１回内部質保証推進委員会審議決定
（令和５(2023)年５月12日開催）

（１） 学部教育の充実と質の保証 ① 初年次教育の推進・充実 教務委員会 C

大学教育センター運営委員会 B
② 能動的学修の促進 教務委員会 A

大学教育センター運営委員会 C
③ 専門教育の充実 教務委員会 C
④ 社会人としての教養教育（後期教養教育）の推進 教務委員会 C
⑤ キャリア教育の推進・充実 教務委員会 C

大学教育センター運営委員会 C

キャリア委員会 C
⑥ ＡＩ・データサイエンス関連教育体制の整備 教務委員会 B B→C
⑦ ＩＲシステムの活用促進 大学教育センター運営委員会/情報システム委員会 C

教務委員会 B
⑧ ＩＣＴを利用したきめ細かな教育体制の構築 情報システム委員会 C C→B
⑨ ディプロマ・ポリシーに基づく体系的なカリキュラムの編成 教務委員会 C
⑩ 教育成果の確認と評価法の確立 大学教育センター運営委員会 C

教務委員会 C
⑪ ＦＤ・ＳＤを通じた教育力向上への取組 大学教育センター運営委員会 C

教務委員会 B B→C C→B

（２） 大学院の充実 ディプロマ・ポリシーに基づく教育課程の充実 大学院研究科実施委員会（全体） B B→C

大学院研究科実施委員会（高度情報化） C 削除

大学院研究科実施委員会（修士論文） C 削除

大学院研究科実施委員会（ハイブリット） C 削除

（３） 教育組織の充実 ① キャンパス一元化による教育資源の集中 法人/大学管理運営事項実施委員会 B
② 学部・学科再編の必要性の検討 大学/法人管理運営事項実施委員会 B

（４） 地域連携の推進 ① 地域との交流や連携への積極的な参加 社会連携委員会 B

学生委員会/国際交流委員会 B 表記不明のため確認
② 地域連携による教育の促進 社会連携委員会 B
③ 大学間連携による教育の推進 教務委員会 B B→C

社会連携委員会 B

（５） 企業連携の充実 企業連携による教育の促進 社会連携委員会 B
（６） 生涯学習の充実 ① リカレント教育の推進 教務委員会 C

② 多様な学習ニーズや課題への対応 学術情報委員会/社会連携委員会 B 数値目標不明のため確認
（１） 研究の推進 多様な研究の推進・充実 学術情報委員会 B B→A

（２） 研究支援体制の充実 ① ＡＩ・データサイエンス教育に関する研究組織の設置及び充実 大学教育センター運営委員会 C
② 外部研究資金獲得に向けた支援 学術情報委員会 B
③ 研究成果の情報発信の強化 学術情報委員会 B

（３） 図書館機能の充実 図書館設備の充実、電子化への対応等、利用環境の整備 学術情報委員会 B

（４） 地域連携の推進 ① 地域連携による研究の促進 社会連携委員会/学術情報委員会 B
② 大学間連携による研究の推進 社会連携委員会/学術情報委員会 B

（５） 企業連携の充実 企業連携による研究の促進 社会連携委員会 B 記載事項消去の理由確認

（１） 修学に関する支援・充実 ① 入学前教育の充実 大学教育センター運営委員会 C
② 学修支援体制（学習支援室等）の充実 大学教育センター運営委員会 B B→C
③ 多様な学生への修学支援 教務委員会（SA支援強化） B

教務委員会（新入生オリエン） B
教務委員会（離学者防止） C
学生委員会/国際交流委員会 A A→B
大学教育センター運営委員会 B B→C

（２） ① 課外活動の支援・充実 学生委員会 B

② 学生相談体制（学生相談室等）の充実 学生委員会 B

③ 国際交流・海外留学等に関する支援・充実 国際交流委員会 B

④ 多様な学生への生活支援 学生委員会/国際交流委員会 A A→B

（３） 就職に関する支援・充実 ① 就職支援体制の強化 キャリア委員会（全体） C

キャリア委員会（就職ガイダンス） C

キャリア委員会（就職相談） C C→B

キャリア委員会（企業斡旋） C C→B
② 資格取得に関する支援 キャリア委員会/国際交流委員会 C

教務委員会 B

（４） 卒業生との連携 卒業生とのネットワークを活かした取組の促進 大学管理運営事項実施委員会 C

（５） 保護者との連携 ①保護者専用ポータル等を利用した保護者との連携促進 教務委員会（保護者フェア） A A→C

教務委員会（HUPAS情報提供） C
②後援会活動 学生委員会 B B→C
① 基本方針の策定と入学選抜方法の改善 入試実行委員会 B B→C
② 入学定員の充足 入試実行委員会 B
③ 留学生受入制度の充実 国際交流委員会 C

入試実行委員会 B
④ 高大連携への取組の推進 入試実行委員会 B

大学教育センター運営委員会 E E→B

国際交流委員会 A

（２） 大学・広報機能の充実 広報活動を通じた阪南大学ブランドの確立 大学/法人管理運営事項実施委員会 B

（１） 自己点検・評価活動の実質化 ① 内部質保証のシステムの充実 大学/法人管理運営事項実施委員会 B
②自己点検・評価活動を踏まえた改善・改革活動の実施 大学/法人管理運営事項実施委員会 B

（２） 大学運営体制の整備 ① 学長のリーダーシップに基づく取組の推進 大学管理運営事項実施委員会 B
② 組織的・継続的なＳＤ体制の確立 法人/大学管理運営事項実施委員会 B

大学教育センター運営委員会 C

（３） 社会的要請の達成 ① コンプライアンスの徹底 法人管理運営事項実施委員会 B

大学管理運営事項実施委員会/学術情報委員会 B
② 情報開示への取組 法人管理運営事項実施委員会 B

（４） 施設・環境の整備 ① キャンパス一元化の計画と実施 法人管理運営事項実施委員会 B
② 学生福利厚生施設の改善 法人/大学管理運営事項実施委員会 B

各部局自己評価実施委員会点検評価 委員会承認日

教務委員会 令和５(2023)年5月16日（事後承認） A 計画以上の成果がみられる
学生委員会 令和５(2023)年4月12日 B 計画どおり進行
キャリア委員会 令和５(2023)年4月２４日 C 計画進捗が遅延
国際交流委員会 令和５(2023)年4月12日 D 計画未着手（計画の再検討を要する）　
入試実行委員会 令和５(2023)年4月７日 E 計画変更
学術情報委員会 令和５(2023)年５月12日
社会連携委員会 令和５(2023)年4月12日
大学教育センター運営委員会 令和５(2023)年５月1日
大学管理運営事項実施委員会 令和５(2023)年4月1９日
法人管理運営事項実施委員会 令和５(2023)年4月26日
大学院運営委員会 令和５(2023)年4月６日
情報システム委員会 令和５(2023)年５月1日

※委員長から厳しい目標達成基準を設定し、
事業計画を遂行している結果が判定Cの多さ
に繋がっているのではないかという意見が出
された。

各部局自己評価実施委員会：点検評価

評価について

２. 研究活動に充実に向けた
取組

3. 学生支援活動に向けた取
組

４．学生受入、広報活動の充実
に向けた取組

５．学園運営の充実に向けた取
組

項目

学生生活に関する支援・充
実

（１）アドミッション・ポリシーに基
づく多様な入学試験の実施

１. 教育活動の充実に向けた取
組
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